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第７回審議会における
ご指摘事項と対応①

【ご指摘事項】

本路線と府道高槻茨木線を接続する連結側道について、幹
線道路同士を接続することが、定性的に必要であることは理解
するが、道路網として、連結側道を整備する必要性を、接続し
ない場合と比較し説明されたい。

【対応（追加資料）】

・高槻茨木線との接続（連結側道）の必要性【定量的分析】

（３～４ページ）

・高槻茨木線との接続（連結側道）の必要性【定性的分析】

（５ページ）
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高槻市茨木市
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１．府民意見に対する府の見解について

■高槻茨木線との接続（連結側道）の必要性【定量的分析】
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交通量図【単位：百台／日】
上段（ ）内は連結側道なしの交通量
下段は連結側道あり【原案】の交通量

【拡大図】連結側道部

(100)
99凡例

茨木寝屋川線
主要渋滞箇所
連結側道がない場合の主な交通
連結側道がある場合の主な交通
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１．府民意見に対する府の見解について
■高槻茨木線との接続（連結側道）の必要性【定量的分析】（まとめ）

【事業費】
・事業費は、連結側道を整備しない場合、原案

より約１０億円削減できる。

【比較検討結果】
・連結側道を整備しない場合、コスト縮減に繋がるものの整備効果は原案より減少
・定量的な比較においても、連結側道は必要であると考える

便益
【原案】

連結側道あり
連結側道なし 差

走行時間
短縮便益

332.4億円 218.9億円 ▲113.5億円

走行経費
減少便益

34.4億円 17.5億円 ▲16.9億円

交通事故
減少便益

2.7億円 1.0億円 ▲1.7億円

合計 369.5億円 237.4億円 ▲132.1億円

■便益比較表（供用後50年間の便益）

■コスト縮減（連結側道を副道（市道復旧）に変更）L=約240ｍ

【便益】
・連結側道の整備なしの場合、駅周辺道路の交

通量が増加（高槻茨木線+17百台／日 等）

・便益について、下表のとおり原案が優位
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１．府民意見に対する府の見解について
■高槻茨木線との接続（連結側道）の必要性【定性的分析】

連結側道を整備することで、茨木市駅周辺
の交通分散や、緊急車両等の迅速な活動、
災害時におけるリダンダンシーの確保にも
つながる。

地元茨木市の都市計画マスタープランにおいて、広域交通
（通過交通）と生活交通を分離する環状道路として、本路
線が位置付けられており、連結側道も含めて整備を行うこ
とで、中心市街地への通過交通の流入が抑制され、地元市
が目指す「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成に
も寄与する。

茨木寝屋川線

中心市街地

茨木市東西軸ストリートデザインガイドライン(素案)より

【茨木市都市計画マスタープラン抜粋】

茨木市都市計画マスタープランより




